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いであ株式会社 弓木麻記子
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◎佐渡の真の豊かさ（幸福度の高い生活）

◎次世代が暮らし続けたいと思う佐渡（＝持続可能）

社会も地球環境も大きく変動していく状況の中で、本当の豊かさとは何か。

・人口減少と超高齢化社会の到来
・都市部と地方の二極化
・経済格差の拡大

次の世代に引き継いでいくためにどのような準備が必要か。

・物資やエネルギーを地域（島）外に頼らない
・地域資源（自然・人・文化）の活用
・経済・社会・環境のバランスのとれた持続的なサイクル
・これまでのライフスタイルや価値観の転換
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課題



地域資源を循環させて、環境・社会・経済のあらゆるサイクルを回すことが鍵！

地域内で

人・もの・お金
が回っている

豊かで幸福度の
高い生活

次世代が佐渡で
暮らし続ける

生態系サービス
や環境への負荷
が少なくなる

地域の環境が
快適に保たれる
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地域資源の循環を
ビジネスとして組み立てる

すべてのバランスがとれていること

多世代の共想

情報やサービス

生態系の機能
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未利用資源
を切り口に？

余剰品
を切り口に？

廃棄物
を切り口に？

・農作物
・海洋深層水
・未利用魚

・牡蠣殻
・稲わら
・畜産廃棄物
・おがくず（不足）

・耕作放棄地
・遊休地
・空き家
・山林
・規格外品

循環させたい

耕作放棄地・休耕田

庭先集荷

蜜源植物の栽培

カキ殻の山

余剰作
物活用

ナマコ
養殖

マツカ
ワ養殖

養蜂は
ちみつ

メタン
発酵

海中
観光

佐渡牛
ヤギ

焼成

カルシ
ウム

海の資源や
漁業の再生

を切り口に？

農業や畜産業
の強み

を切り口に？



「バイオマス」とは再生可能な生物由来の有機性資源

農業残差（稲わら、もみ殻）や畜産廃棄物（糞尿）、木材
などがバイオマス資源

木材からなるものが「木質バイオマス」
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注目ポイント

• 人工林は高齢級の森林が増え、資源として本格的な利用
が可能な段階

• 未利用だった林地残材にエネルギーとしての新たな需要

• 薪の非日常を彩る観光資源としての魅力も付加価値に

森林の利活用が課題解決策に！
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佐渡市の産業間取引構造（2013）

川下産業

川中産業

川上産業

純移輸出額がプラスの産業

（数値及び円の大きさは当該産業の地域内生産額）

純移輸出額がマイナスの産業

（数値及び円の大きさは当該産業の地域内生産額）

当該産業（矢印始点）が他の産業（矢印終点）に販売した財・

サービスの総額が地域内総生産額の0.2%以上を占める取引

当該産業（矢印始点）が他の産業（矢印終点）に販売した財・

サービスの総額が地域内総生産額の0.2%以上を占める、か

つ当該産業の地域内生産額の30％以上を占める取引

森林の機能は多面的で、
林業は、他の産業とのつながりが本来は大きいはず

木にまつわる文化・サービスも含めるとさらに大きく︕39 対個人サービス
38 対事業所サービス

37 公共サービス

36 公務

35 情報通信業

34 運輸業

33 その他の不動産業

32 住宅賃貸業

28 水道・廃棄物処理業

27 ガス・熱供給業

26 電気業

16 輸送用機械

15 電気機械

14 一般機械

13 金属製品

10 窯業・土石製品

9 石油・石炭製品

12 非鉄金属
11 鉄鋼

1 農業2 林業
3 水産業

4 鉱業
8 化学

7 パルプ・紙

6 繊維

17 精密機械

24 その他の製造業

23 ゴム製品

22 皮革・皮革製品

21 印刷

20 家具

19 製材・木製品

18 衣服・身回品

5 食料品

25 建設業

31 金融・保険業

30 小売業
29 卸売業
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• 電気に変えると エネルギー変換効率が悪くなる

• 発電ありきの大規模化は 佐渡に合わない

• 加工しないから 初期投資が安くてすむ

薪
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小規模・自立分散型の熱利用からスタート

発電じゃなくって 熱利用なの？
ペレットとか チップじゃないの？

いきなり昔暮らしは無理
仕事もあるから自分じゃできない
山はあるけど 手入れしてないし

• 世界経済の影響、災害時、そういった変化に強いエネルギー

• エネルギー代金の島外への流出を防ぎ、島内で循環

経済的メリットは小さいが、副次的効果、波及効果が大きい

 暖房と給湯の灯油換算で1世帯あたり、約125,000円／年

 暖房のみだと 1世帯あたり、約 68,000円／年

 薪ストーブで代替し 全量購入すると、約108,000円／年

灯油の新潟配達価格100円/L（H30.9値）・比重0.8として 125,000円/t
灯油の単位発熱量35GJ/t
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全部買うと
高くなる

平均的な薪使用量3.6t/年を10kg当たり300円で購入したと仮定
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○塩工房 佐渡風塩釜
○菊地商店 佐渡ヶ塩

○薪能
・2018は約12回開催

○子ぶたちゃんのおうち
・薪ストーブがあるカントリー風カフェ

○夢ハウス佐渡
・薪ストーブの販売をしている

木の家づくりの会社

○まつはらの家（佐和田）
○あんずの家（両津）

夢ハウス佐渡WEBサイトより

さど観光ナビ
WEBサイトより

さど観光ナビWEBサイトより

社会福祉法人 佐渡福祉会WDBサイトより
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○薪アート
・火を使わない夏はキャンドルで雰囲気演出なども

○山形の芋煮会シーズンには薪をコンビニ販売
・休暇村佐渡でキャンプ用の薪なども



薪としてエネルギーにサステイナブルな暮らし

森林の生態系の利用と保全
体験したい！
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「エネルギー」 ＋ 「観光」 で使うことが鍵では！

リスク

チャンス

－佐渡の持続可能な資源循環型モデル－
転職したい！

癒されたい！

自分磨きしたい！

学びたい！

佐渡の新しいテーマ―パークに

森林セラピー

林業スクール

備えたい！

⑤「物流」が変わる
地域交通の効率化
域外消費の拡大

④「産業」として他と繋がる
企業連携
畜産クラスターの拡充
コミュニティビジネスの活性化

⑦「次世代」が育つ
里山管理の継承
林業家の育成

⑩市政・財政
森林管理は行政サービスから
木材ビジネスへと移行

⑨「環境」が良くなる
生態系サービスの向上
レジリアンス強化

②「地域」の人が関わる
多世代の交流機会の増加
コミュニティの活性化 女性

県
市

農家
12

③「福祉」への波及
高齢者の見守り
活躍機会の提供

企業

⑧「文化」が育まれる
田んぼから森へ広がる世界農業遺産
農山村文化の復活

大学

NP
O

子供

①「観光」で人が来る
サステイナブル・ツーリズム
体験型メニュー

⑥「移住・就労」が増える
新たな人材の流入
産業創出・雇用創出

観光
客

外国
人

都市
住民

高齢
者

若者



 新穂ダム桜まつり復活プロジェクト

 トキがシンボル

 伝統、文化、祭り

 自然との共生

 行政にぶら下がらない

 地域の力をつなぐ

 開かれた地域の印象

湖面が見えないほどに蔦や雑木が茂る湖岸伐採したことで見通せるようになった

トキの田んぼアート（6月）
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住む喜びと誇りを抱き

人と地域が輝く新穂を みんなでつくる



 年間薪使用本数（広葉樹の場合）
1戸当たり：平均 約3.6トン

 薪の調達方法
自己調達 55％
一部自己調達 19％
購入 23％

 調達先
山林の木 67％
畑の木 19％
河川敷他 14％

 調達範囲
居住地域から概ね4km圏内、車で10分程度

 薪の価格
1束＝約8～10kg
10kg：約300円～
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資料：長野県伊那市・駒ケ根市データより作成

データ：長野県駒ケ根市で1日12時間稼働
機種 ：バーモントキャスティングス アンコール♯2040

佐渡では1束、ホームセンターで 550円
福祉施設で スギ 200円・雑木 250円・ナラ 350円

稲作残渣.稲
わら
38%

果樹剪
定枝
13%

家庭系厨芥
類
12%

タケ
8%

その他の
農業残渣

7% その他
22%

佐渡市＜有効利用可能量DW-t/年＞

総計：11366t/年

稲作残渣.稲わら

果樹剪定枝

家庭系厨芥類

タケ

その他の農業残渣

その他

 佐渡市の薪ストーブ導入数

約300台

 佐渡市の果樹剪定枝

賦存量 ：1,965 DW-t/年

有効利用量：1,501 DW-t/年

 暖房利用で3.6 DW-t/世帯として、

417世帯分

有効利用可能量：エネルギー利用、堆肥、農地還元利用等、
既に利用されているものを除いた量
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＜他の地域での果樹剪定枝の利用状況＞

 秋田県では果樹剪定枝9割が焼却処分、その他は薪と野積み
ばい煙と火災のおそれから焼却自粛している

 長野市では果樹剪定枝の薪ストーブ活用推進事業を実施

近隣で入手可能な薪資源

資料：NEDOバイオマス賦存量・有効利用可能量の推計データより作成


